
障害児の兄弟関係*

- しっとをどう解決するか-

The Relation of Handi capped Children to Their Siblings

は じめに.

今日は先 日答えていただいたアンケートをもと

にして,障害児の兄弟関係ということについてお

話してみたいと思います｡どうしてこのテーマを

選んだかといいますと,障害児本人のことにあま

りにもお母さんが一生懸命になると,どうしても

お姉ちゃんだ とかお兄ちゃんだとかに不満がでて

しまう｡また,障害児に弟妹が生まれた場合どう

してもそっちに手がかかってしまう｡このときに

おこる障害児自身の不満をどう解決 したらいい

か｡そういったことを中心にお話してみたいと思

ったわけです｡

みなさんに答えていただいたアンケートの結果

についてお話する前に,そもそも兄弟関係にはど

んな特徴や利点があるかということについて,簡

単にふれてみたいと思います｡表 1をみて下さい｡

表 1 兄弟関係の利点

1.大人より真似しやすい

2.大人より絶対でない

3.大人より競争事態で真剣である

4.大人に比べて役割を交替しやすい

5.大人 (親)に叱られたときの逃げ場になる

6.親の期待が分散する

ここに多分こんな利点があるだろうというものを

あげてみました｡

まず,兄弟の行動は大人の行動より真似Lやす

いということがかいてあります｡これは,年齢が

近いので興味をもつ対象も,身体つきや大きさも,
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能力も大人よりは近いわけです｡だから真似Lや

すいということになります｡真似Lやすいという

ことは,それだけ学習するチャンスも増えていく

ということなのです｡次に,絶対者でないという

ことがあげてあります｡これは例えば,兄ちゃん

なら兄ちゃんは,オネショをしてはいけないよと

いって弟をさとしても,自分も失敗してしまうと

いうこともおこります｡ところが親にはこんなこ

とはない｡親が子どもに,オシッコをしちゃいけ

ないといっておいて,自分も失敗するということ

はまずおこりえません｡イスラエルのキブツでは

年長の者がオネショなどのしつけをするので,権

威像がとてもゆるやかであるということです1)0

3番目にあげてある大人より競争事態に真剣であ

るというのはこういうことです｡つまり,オモチ

ャの取 りあいなど,子ども同士の関係はとても真

剣です｡これが大人の場合,相手が子どもだとど

うしてもこうはいきません｡子どもとオモチャの

取 り合いをするなんてことはまずありえません｡

まあだいたい子どもに譲 ります｡またゲームをや

るにしても真剣にやったのでは大人の方が圧倒的

に差をつけて,勝負になりません｡だから,大人

はついてかげんしてあげます｡このために子ども

は真剣な社会性の育つチャンスをなくしてしまう

のです｡次に,役割の交番というのは,子ども同

士でお互いに赤ちゃんの役をとった り,兄の役を

とった り,父親になったり,母親になったりでき

ます｡そういうことをさしています｡ところが,

大人の場合,こんなに縦横無尽には役割を交替し

てあげられません｡アンナ･フロイトという人は,

施設にいる子どもたち,子どもたち同士で24時間

暮している子どもについて,相手を思いやる気持

ちが一般の家庭児より早 く発達するといっていま

す2)｡これは子どもたち同士で暮していますため

に早くから相手の役割を自分がとってあげなけれ

ばいけない,そういうチャンスが多くなるために
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おこってくることです｡時にはより幼い子の方が,

年長の子を助けることさえあるのです｡最後に5

と6の,親の叱責 ･期待が分散するということが

あげられます｡これは私自身の母親の例ですが,

私のイクズラに怒ったときは,カッときて自分の

生んだ順に子どもの名前をいっていました｡私は

4番目でしたので,自分の名前が正しく呼ばれる

前に,すっとんで逃げるということができました｡

これが自分一人の一人っ子ですと,逃げる暇はな

くなってしまうわけです｡また,子どもが一人し

かいなかったら,親の期待も失望も一身に被らな

ければいけないわけですが,兄弟がいるとこれが

人数分,分散されます｡この点,とても気が楽です｡

また表にはあげませんでしたが,兄弟が多いと,

大人になってから,誰が親をみるかという問題で

も幅ができますし,困ったときもなにかと助けに

なってくれます｡これはまあ,兄弟関係がうまく

いっている場合にかぎりますけれど｡

以上の事は裏返すとすべて欠点にもな りえま

す｡つまり小さいうちから社会性を身につけねは

ならず,もまれるわけですので,一人っ子ならど

んなに天国だろうと思うわけです｡しかし,我々

は遅かれ早かれ,いずれは社会の中に入っていく

わけですから,大雑把にみて,社会性が早 くから

身につ くというのは利点ではなかろうかと思いま

す｡

兄弟の関係はよく ｢ナナメの関係｣3)といわれま

す｡これは以上のお話からも分っていただけたと

思 うのですが,親子は ｢上下というタテの関係｣,

仲間は ｢競争 ･協調というヨコの関係｣というこ

と,兄弟は丁度この中間にあるということで ｢ナ

ナメの関係｣と表現されているわけです｡

A 兄弟構成について

22人のお母さんが回答してくれました｡30名に

アンケー ト用紙を渡しましたので,かなり回収率

はよいと思います｡22名中,一人っ子は3人 (14

%)(男2人,女 1人),2人っ子15人(68%)(罪

一男5人,女一男6人,男一女 3人,女一女 1人),

3人兄弟 4人(18%)(男一男一女2人,女一男一

女 1人,女一男一男 1人)でした｡2人っ子の時

代4)といわれていますが,のぞみの家でも2人っ

子が68%と圧倒的に多く,今や子どもは2人とい

う時代であることが分かります｡子どもの数の平

均は2.1人で,これもだいたい全国平均5)と同じぐ

らいです (全国平均-2.0人,1974年)｡本人が1

番下の人が16人いました｡(注 これは22人中16人

でかなり多い｡その子に手がかかりっ切 りで,と

ても次の子を生むどころでない｡あるいは,次の

子が障害児であったらどうしようという恐れから

なかなか次の子を生めないということが反映され

ていると思われる｡)

Ⅰ アンケー トから分った兄弟関係

アンケートは,①上の人 (兄 ･姉)がいてよか

ったことはどんなことですか? 困ったことは何

ですか? ②下の人 (弟 ･妹)が生れてよかった

ことはどんなことですか? 困ったことは何です

か? (診困った問題をどのように解決 しました

か? という3つの項目からなっています｡一人

っ子の人には兄弟がいればよかったと思 うことは

何ですかときいてあります｡
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表 2 上の人がいてよかったこと書

見のいる人について

遊んでくれる ｣ 30%(6)･･ l
あずか って くれ る
(みは り番 .留守番 .私が助 か る) L__30%(6) )
真似する L15%(?)l

お互いのことが分かる ロ
ケソカの相手がいる [コ

普通学級にいっている [コ 5%(1)

身の回りの世話をやいてくれる [コ
にぎやかで明かるくなる [コ
友人を連れてくる [コ

姉のいる人について

遊んでくれる l31%(5) l

警 碧 く.まわ して競争す る) L2i師｢
張 窟 .ltjl(.さ呉 くれ る) ロ亘変司
友人を連れてくる □ 12%(2)

身のまわりの世話をやいてくれる [コ 6%(1)

にぎやかで明かるい [コ

*N-15(兄のいる人8人,姉のいる人7人)

**()内は実数 (回答は何個あってもよいの

で人数とは一致しない)



B 上の人 との関係について

表 2をみて下さい｡ これは上の人 (兄 ･姉)が

いてよかった ことについて,こちらでまとめてみ

たものです｡上が兄のいる人についてですが, こ

れをみると,｢遊んで くれる｣,｢あずかって くれ

る｣,｢真似す る｣がほとんどを占めています｡ こ

の 3つで75%を占めています｡これは姉の場合も

同じで,この 3つで74%を占めています｡兄と姉

がちが うことといえば,兄はどちらかとい うと｢あ

ずかって くれる｣とい うのが多いのですが,｢姉の

場合は ｢真似 る｣ とい うのが多いのです｡お姉ち

ゃんの方が,先生的な側面が強いとい うことなの

でしょうか ? 共通 していえることは,上の人は,

かな り遊んで くれた り,あずかって くれた りで,

親の手伝いをして くれているということです｡ こ

れは裏返 してみると,本人たちにとって負担 とな

って しまいやすいとい うことになると思われま

す｡

ところで,よかったことの中に ｢ケソカの相手

がある｣ とい うのが入っています｡ これはほとん

どの人が困ったことの中に入れています｡社会性

が育つ,そのためには相手がいるとい うことが分

表 3 上の人がいることで困ったこと'

兄のいる人について

苫差をLLt二言等仝だけかわいい ⊂=コ22%(2)･･

上の人 にか ま うと下の人が欲求 ⊂二コ22%(2)不満 lこな る

上の人の時間がなくなる ⊂= ]㌶%(2)

どうして何もできないのかときく ⊂]
仲間はずれにする [コ 11%(1)

わけの分か らない コ トノミを真似 ロす る

姉のいる人について

時間がとれない (上の人に) l31%(4)l
自分 も甘 えたい ●どうして 自分 [二亘亘変垂]だけいけないのか とき く

.1∴ ∵ .I･:i-_告 ●- rJIi:⊥｣
上の人の悪いことまでまねる [コ
ケソカがたえない [コ 8%(1)

ヒスをおこす [コ
仲間はずれにする [コ

*N-15(兄のいる人8人,姉のいる人7人)

**()内は実数

かれは ｢ケンカ｣はよいことにも入れることがで

きるのです｡見方によって同じ行動がよいことに

なった り,困ったことと考えられた りするとい う

のは大変面白いことだと思います｡

表 3をみて下さい｡これは困ったことの方です｡

兄についてい うと,｢下の人にしっとする｣,逆に

｢下の人がしっとする｣ と ｢上の人の時間がなく

なる｣ といったことです｡これはつまり時間をた

っぷ りとってあげないと ｢しっと｣する6･7)とい う

ことです｡この問題で66%を占めています｡お姉

ちゃんの場合についてみると,少し表現がちがっ

ています｡｢上の人に時間がとってあげられない｣,

｢上の人のしっと｣,｢下の人に邪魔される (オモ

チャを壊す)｣の順で,合計すると77%で大勢をし

めています｡兄と姉を比較 してみす と,兄の方が

｢時間がとってあげられない｣が22%だったのに

姉の方は31%と一位になっています｡ これはお姉

ちゃんの方が母親から同情されている｡いい代え

脚注

姉が我慢するというパターンは,特に姉一弟の組

み合わせに多いのではないかと思われる｡依田によ

ればこの組み合わせは弟にとって最も調和的関係

をもつことが可能で,姉にとっては弟の優位を認め

やすい関係であるとされている｡依田はこの理由

杏,姉は幼いときから｢あなたはお姉さんなのだか

ら,がまんしなさい｣とくりかえしいわれてきた結

果ではないかとしている5)｡この関係はいわゆる｢一

姫二太郎｣の組み合わせである｡本アンケートでも,

このような組み合わせの6人に同様の傾向が多か

った｡この組み合わせをもつ,ある5歳の女の子

(柿)が筆者に手紙をくれたことがあるが,それに

は ｢おとうとがいつもおせわになっています｣とか

いてあって苦笑したことがある｡この女の子はいつ

ち,弟のめんどうをみ,｢小さな保母さん｣と呼ばれ

る程かいがいしかった｡筆者は,古事記の中のアマ

テラス (柿)とスサノヲ (慕)の関係にも,似たよ

うな状況をみてとれると思う｡スサノヲ(慕)のな

す数々の悪行をアマテラスは,結局許すように思わ

れる｡アマテラスは最後にはアマノイワトから出て

くるのだから｡これはまさに姉というより,母親的

(母性的)態度なのだという立場から,I.河合ら10)は

スサノヲ論を展開している｡このように考えてくる

と,姉が母の同情をひくという構造はより理解しや

すいものとなる｡姉はここでは母と同一視されてい

るのではなかろうか?
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ると,兄より姉の方がじっと耐えて面倒をみてい

る様子がありあ りとみえるということなのでしょ

うか? こう考えてみると｢下の人に邪魔される｣

という表現も母親からの同情的感想をこめたいい

方のようにみ うけられます脚㌔

表 4 困ったことの解決方法

(上の人との関連にて)

1.説明する (病気のこと,まだ小さくて仕方

ないということ)

2.かわりはんこにおんぶ ･だっこ (交互に接

する,両方に同じことをさせる)

3.思いっきり遊んであげる時間をつくる

4.近所の人,父 (夫)の協力で切りぬける

5.年齢がくれは分かる

6.オモチ ャは 2つ買う

7.ケンカは両成敗

表 4をみて下さい｡これはお母さんなりの解決

方法をいくつかの項 目に分けてみたものです｡7

つの項 目ができました｡これをさらに3つのポイ

ントにまとめてみました｡ひとつは時間のことで

す｡これについては,両方になんとか時間をとっ

てかかわってあげるという解決方法がとられてい

るようです｡交互にかまってあげるということで

すね｡具体的には,下の人が寝てから遊んであげ

るとか,お父さんの協力をえて,例えばお姉ちゃ

んはお父さんが遊んであげるといったことです

(これは案外気づかれていないことですが,お姉

ちゃんは,お姉ちゃんだからということで損して

いることが多い｡お姉ちゃんだから我慢しなさい

というわけです｡ですからたまには,お姉ちゃん

だからディズニーランドに連れていってあげると

か,お姉ちゃんだから得をしたという体験をたま

にはさせてあげることがとても大切なことだと思

うのです)｡またこれは大変面白い解決方法だと思

うのですが,ある3人のお嬢さんのお母さんは,

下の人の写真をみんなでみるときはいつも必ず,

上の人たちの小さかった頃の写真をみせて,あな

たは覚えてはいないだろうけれど,こんなにかわ

いがってあげたんだということをみせてあげてい

ました｡またこのお母さんは,たまに上のお姉ち

ゃんだけ連れて例えは東北旅行にでかけた りして

いました｡このような楽しい体験は,お姉ちゃん

にとって,-生残るたの しい思い出となっていく

と思われます｡

次のポイン トとして,｢しっと｣とい う問題があ

げられます｡障害児には実際手がかかってしまう

ので,この問題を解決するのはとてもむずかしい

ことです｡この ｢しっと｣心に対する心構えとし

て,｢しっと心を表現することは決して罪悪ではな

い｣ ということをしっか りと頭に入れておくこと

が大切です｡ この問題についてはあとで症例をだ

して,いかに ｢しっと｣を表現することで,しっ

とが解決されていくかとい う見事な例を考えてみ

たいと思いますので,この-んにしておきます｡

次の第 3のポイントとして,障害のことをどう

説明するかという問題があ ります｡つまり,下の

人の障害の問題をどのように上の人に説明してあ

げるかということです｡多分,上の人は,どうし

て～ちゃんはいつまでも自分でできないの? ど

うしてポクはいけないのに,～ちゃんだけいい

の? といった質問をして くると思います｡これ

は上の人の年齢によって答え方が違ってきます｡

病気なのだという説明もあれば,まだ赤ちゃんな

のだから仕方ないといった答え方もある｡さまざ

まの答え方が,その子の年齢に応じて考えだされ

なければいけないわけです｡

これは子ども療育センターの秋山先生のいわれ

ていることなのですが8),障害児のことをお姉ち

ゃんなり,お兄ちゃんに将来も頼むというとその

子に重荷になって反抗するけれども,お前はお前

の道をいきなさい.′ 私がこの子はみるからとい

って障害児を一生懸命かわいがると,かえってそ

のかわいがっている様子をみて,よく面倒をみて

くれるようになるというのです｡これは障害児に

対する母親の態度を他の兄弟が自分の中に取 り入

れ (同一化) していった結果だと思われます｡同

じ障害の程度でも家族によって雰囲気は全 く違っ

てきます｡より雰囲気の伸びやかな家庭の方が,

障害児自身のパーソナリティによい影響を与える

ということがいえると思います｡

上の人はいい上の人 (いい姉, いい兄)である

こと,お りこうさんであることによって,親から

索められ,みとめられる｡そ ういう賢い解決方法

によってこの難問をのりこえていくのだと思いま

す｡私自身も6歳はなれた妹がいますが,丁度妹
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が生まれた頃,あれて学校で問題をおこしていた

ことを思い出します (6歳にもなっていたのにそ

うでした).そして,妹の面倒をよくみてあ坑 彼

女が少し大 きくなってからは,いつも自分の遊び

に妹を入れてあげる,よいお兄ちゃんになることで

親からも褒め られ,そ ういう形でこの時期をの り

きっていったように思います｡

ところで,下に障害児がいるお兄ちゃんにとっ

ては,下の人に手がかかる,下の人が赤ちゃんで

ある時期がそ うとう長びく,そんな兄弟関係にな

っていくのではないか? そんな風に私はイメー

ジしています｡

C 下の人 との関係について

表 5をみて下さい｡今度は下の人との関係につ

いて分ったことです｡まずよかったこと｡弟につ

いては ｢よく遊ぶ｣,｢よい刺激を与える｣,｢競争

心がでる｣,｢真似る｣などがあげられています｡

ところで面白いことに,下の人が妹の場合には,

｢母に余裕がでる｣とい うのが上位にきています｡

これは上がお姉ちゃんのときにも感じたことです

が,母親にとって女の子は,手助けになってくれ

る｡｢余裕｣ができるとい うかんじがっよいのでし

ょうか? これく･らいの人数でははっきりしませ

表 5 下の人がいることでよかったこと'

弟のいる人について

よく遊ぶ l30%(3)●●i
よい刺激を与える ⊂=]20%(2)

競争心 (自立心)がでる [=:コ20%(2)

真似やすい [=コ20%(2)

母に余裕 (はりあい)がでる [コ 10%(1)

妹のいる人について

母に余裕がでる [二二]22%(2)

よく遊ぶ □ 22%(2)

よい刺激を与える ⊂]
競争心がでる D l1%(1)

真似やすい [コ
下の人がよく面倒をみる [コ
.L.;'震 .I:1.:･.:-I.{J .圭 rl

*N-6(弟のいる人3人,妹のいる人3人)

**()内は実数

んが,ひとつの傾向,仮説としてあげておきたい

と思います｡

表 6をみて下さい｡困ったことについてあげて

あ ります｡下の人が弟の場合,やは り ｢しっと｣

の問題が多 くをしめています｡つづいて ｢時間が

なくなる｣ とい うことがあります｡下の人が妹の

場合も同じような傍向があげられます｡ただ,妹

の方が少し大きくなって くると,お兄ちゃんお姉

ちゃんが手がかかるとい うことで我慢 させられ,

その姿をみていると ｢さびしそ うだ｣ とい う,母

親の側の感情表現があげられていました｡

下の人との関連で困った問題を解決する方法と

してお母さん方があげたものを 7つとりあげてみ

ました｡ これが表 7です｡この場合,いいきかせ

るべき対象 となる上の人が障害児とい うことにな

るので,｢しっと心｣に対する解決方法や説明はさ

らにむずかしいものになってきます｡上下ともに

表 6 下の人がいることで困ったこと●

弟のいる人について

吉富人の甘え .しっとがひどく 匝変 更ヨ

下に手がかかって時間がなくなる ⊂=コ25%(2)

上下同時に病気になったとき ⊂:コ25%(2)

下がオモチャをとるとき [コ 13%(1)

妹のいる人について

記 念巳手がかか って時間が l 72%(5) l
怒り方が分からない [コ 14%(1)

妹の方が寂しそう □

*N-6(弟のいる人3人,妹のいる人3人)

**()内は実数

表 7 困ったことの解決方法

(下の人との関連にて)

1.下の人が寝てから遊んであげる

2.上下同時に病気しないように気をつける

3.父に協力してもらって分担 (実家 ･家政婦

にあずける)

4.公平にあつかう

5.かわいがり方を教える (いいきかせる)

6.年齢がいって怒らなくてすむようになる

7.下の人の年齢がいって他の子と遊べるよう

になる
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公平にあつか うという点では,上の人がいる場合

と同じですが,かわいがり方を教えるというとこ

ろが, くり返し教えてあげなければならない,よ

りむずかしいところになります｡これはとてもむ

ずかしい｡障害児である上の人がよく分からない

で,もたついているうちに7にあげてあるごとく,

下の人の年齢がいって他の子と遊べるようになっ

た り,お兄ちゃんより理解力が優ってきた りする

ようになってきます｡こうなってくると下の子の

方がお兄ちゃん,お姉ちゃんという感じになって

おいこしてしまうのだと思います｡

上の人が障害児の場合,下の人と極端に年齢が

ちかく生まれたような兄弟関係になります｡その

点で,同じくらい手のかかる子が2人いるという

極めて大変な状況になるわけです｡このような状

況で, 2人が同時に病気になったときなど,父や

親戚,近所の人の協力がえられればいいのですが,

そ うでない場合は,ボランティアなどの社会的資

源を利用せざるを得ないでしょう｡

D 一人っ子の場合

今までは兄弟のいる場合でした｡次に蓑8をみ

て下さい.これは一人っ子の人が3人いましたの

で,その母親に兄弟がいたらよいなあと思 う点を

かいてもらいました｡これをみて分かることは,

上の人,下の人がいる人が,利点としてのべてい

るものがすべてでているということです｡という

表 8 一人っ子の人について●

上の人がいればいいと思うところ

1.いっしょに遊んでくれる (遊び方を教えて

くれる)

2.めんどうをみてくれる

3.ものを覚えるのもはやい (話しかけてくれ

る)

4.ケンカもしてくれる

5.他の子ともはやく遊べるようになる

ことは,実際に兄弟がいなくてもお母さん方は兄

弟のいるよい点はだいたい分かっていらっしゃる

のでは? ということになると思います｡また,

このアンケートに答えて下さったお母さん方は現

にこうして,のぞみの家というグループに参加し

ているわけですので,子どもが多勢いることの利

点を体験 して知っているのだともいえるように思

います｡

｢ケンカもしてくれる｣という答えは,ケンカが

利点の方に分類されていることをしめしていま

す｡ただ,｢いたわ りの心がでる｣とか ｢一人っ子

だとさびしい｣というのは,兄弟のいる人のとこ

ろにでてこなかったものです｡実際に兄弟ができ

ると,母親にとっては大変なことはかりで,この

ように,理想的に考えていた面は吹っとんでしま

うのかもしれません｡

ⅠⅠ しっとの症例

アンケートの中でもっとも困る問題の一つとし

てしっと心ということがありました｡お母さん方

は,公平に時間をとってあげる努力をしたり,障

害児の病気について説明して,その子に手がかか

るんだということを説明してあげたり,さまざま

な解決の努力をしておられるようです｡私もそれ

にいくつかの解決方法をつけ加えてみました｡し

かし,いくら努力しても,実際に障害児には手が

かかるのであり,努力でしっと心が消えてしまう

訳ではありません｡これはとてもむずかしい問題

です｡これをどのように解決したらよいのでしょ

うか｡この問題について症例をあげて解決のヒソ

図 1 症例の同居家族

J
蒸 発 ･

下の人がいればいいと思うところ

1.いたわりの心ができる (やさしさ,協力)

2.さびしい

3.社会性が育つ

*上 ･下いて困ると思うことについてはきいて

いない｡
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トをさぐってみたいと思います｡

図 1をみて下さい｡これは私が病院の外来でみ

ている登校拒否の子の例です｡この子は小学校 3

年生の女の子で小 1になる妹がいます｡不登校の

そもそものきっかけは,学校の給食で食べたくな

いものがあ り,それを食べるようにいわれたこと,

鉄棒ができないのを先生にはげまされたのが,本

人にとっては叱られたようにかんじられたという

ことなのです｡ところで,このようなきっかけが

あったとい うことは治療を始めてだいぶたってか

ら分ってきたことなのです｡この子は嫌なことを

すく一に嫌/といえない,無口な子なのです.すぐ

に言えれば問題はそんなに長びかなかったと思 う

のです｡ところで,学校でのきっかけはそういう

ことなのですが,家においても学校に行けなくな

るきっかけがありました｡それは,小 1の妹が学

校にあがるので,ピカビカの机をおじさんに買っ

てもらったことにはじまります｡妹のビカビカの

机に比べて,お姉ちゃんのがあまりにも見すぼら

しかったので,おじさんがこの子にも買ってあげ

ようとしたのです｡本人は買ってほしかったのに

｢いらない｣ と答えました｡本当はほしかったの

だということは,のちに学校に行かなくなってか

らやっと分かったことなのです｡治療が進行する

につれて, この子には,妹に対する ｢しっと心｣

がつよいとい うことがはっきりと分かってきまし

た｡また本人もそれをコトバに出していうように

なりました｡ ところで,同じような事件は実は,

この子が3歳のとき,つまり妹が生まれたときに

もおこっていたのです｡本人は妹が生まれるので,

同じ敷地内のおばあちゃんのところに預けられた

のです｡ところが,この子は,｢お母さんがいなく

てさびしかった?｣ときかれても ｢いいえ｣とこ

たえ,2週間もたってから,｢あの時,本当はさび

しかった｣ といったそ うです｡もともと,お母さ

んとおばあちゃんはうまくいっていなかったので

すが,｢あんたがいなくってこの子は本当にさびし

かったそうだよ｣と母親のくせにそんなことも分

からないのかい,といった風にいやみったらしく

いわれて,お母さんとしてはそ うとうショックだ

ったようです｡このように,この子は昔から,自

分の率直な気持ちを真にだしていわない (いえな

いといった方がいいかもしれませんが)ことがあ

ったということなのです｡妹が退院して家に連れ

てこられたときも,何の反応もしめきず黙ってい

たそうです｡たいていのお母さんなら,本人がい

ってくれなくても,このような気持ちがあること

に気づ くと思 うのですが,ところが,このおしゅ

うとさんは(図をみて下さい),自分の旦那さんも

追いだしてしまったほどの強い人なのです｡その

上,お母さんとお父さんは,このおばあちゃんの

ところに勤めているという形になって給料をもら

っている｡おばあちゃんは事業主なんです｡それ

ぐらい実権のある人であるわけです｡そんなとこ

ろに,11人兄弟の末っ子であるこのお母さんはお

嫁にいったのです｡互角に渡 り合えるわけがあり

ません｡いつも,この子を連れて公園にいってい

る間だけが息ぬきの時間だったといいます｡公園

でこの子が何をして遊んでいたか,そんなことに

は関心を向ける余裕もありませんでした｡だから,

お母さんはこの子のことについて,まったく心理

的には何もしりませんでした｡

治療を進めていくうちに,この子が最も変化し

たのは,思っていることを,いいこと悪いこと含

めて,どんどん言 うようになったということです｡

まず母親を独占するという形で,妹-の｢しっと｣

があらわれました｡妹が少しでも母と話している

と嫌がるのです｡そのうち,はっきりとコトバに

だして妹へのしっとを表明するようになってきま

した｡これまで出せなかったものが一気に表明さ

れていったのです｡私も,コトバによる表明をお

おいに奨励しました｡そのことによってこの子は

次第に自我がきたえられ,やがて7カ月のち,登

校を始めるようになっていきます｡コト ミでしっ

と心を表明するということはとても大切なことで

す｡かつ,それを我々は悪ととるべきではないと

思います｡しっと心は悪かもしれないが,少なく

ともそれがあることは全 く,正常なことなのであ

り,ましてや,それを表明することは必要なこと

ですらあると思います｡なぜなら,表現された｢し

っと心｣は,こちらにも分かる｡ああ,この子に

はそういう気持ちがあるのだな,そういうことで

つまづいているのだなと分かるわけです｡いって

くれなければ分か りません｡

面白いことに,妹の方も,どうしてお姉ちゃん

だけ学校にいかなくていいの? と自分の不満を
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表明しはじめます｡この妹の方はしかし,1週間

で登校できるようになりました｡姉への ｢しっと

心｣をちゃんと表現できたからです｡もう一度強

調しておきますが,｢しっと心｣をもつのはまった

く正常なことなのであって,それをもってはいけ

ないと思 うべきではないと思います｡そんなこと

を親の側が思っていたら,子どもは自分の気持ち

を表現しにくくなってしまうと思います｡あらか

じめクサイものにフタをするのではなく,気楽に

思っていることをいいあえてこそ,｢しっと心｣に

ついて話し合える場 (あるいはや りあえる場)が

できるのです｡以上で終らせていただきたいと思

います｡

おあ りに

このあ と母親たちとの質疑応答がおこなわれ

た｡色々興味深い問題がとりあげられたが,共通

して筆者が感じたのは,いわゆる問題行動 らしき

ものがあると,それを悪いものと思ってショック

を うけてしまっているということだった｡筆者と

しては,むしろ問題行動はその子なりに困ってい

ることを表現しているものなのだ, とい う見解を

とりたい｡もちろん,その表現の仕方は-タなの

だということであるのだけれど｡ しかし,-タは

-タな りに表現 しているのだから,その表現を一

応 うけとってみて,なにをいわんとしているのか

考えてみることによってはじめて,我々は,相手

の表現を上手なものに変えていけるコマを手にで

きるのだと思 う｡これに対応 して,母親の側にも,

つい,子どもを怒ってしまった,自分は悪い母だ

という強い罪悪感がある｡我々はしょっちゅう怒

っているのであ り,それを表現することにそのよ

うな罪悪感をもってしまうことはまったく必要な

い, と筆者は思 う｡そのような罪悪感をもってし

まうことは,ますます親の態度を自信のないもの

にしてしまうのではないだろうか｡

たまたまこの原稿をかいている日の新聞 (朝日

新聞1984年 3月20日朝刊)に中上健次氏の次のよ

うな一文があった9)｡

--うちは子どもをしかるとき体罰を加える｡女房に

も言葉でいって駄目なんだから,ぶっとはせって言っ

てある｡しりをぶつ｡ぱくもやります｡それと暗い場

所に閉じこめて立たせておく｡紀州と違って,東京じ

千,便所の中く･らいですけれどね (太字は筆者)--

氏はさすがに自信をもって体罰を加えておられ

る｡それ故に,しりというもっとも安全なところ

をたたいた り,便所 (東京の便所は水洗なので落

ちる心配もなく,我々にとってはむしろ,最も心

やすらぐ場所でもある) という特別な場所を選定

することができるのだと筆者には思われた｡

引用文献

1)べツテル-イム,B.(中村悦子訳):夢の子ども

たち (キプツの教育)白揚社,1977.

2)フロイト,A.(中沢たえ子訳):家庭なき幼児た

ち 上 (アンナ･フロイト著作集3巻)岩崎学術

出版,1982.

3)依田明 :ひとりっ子,光文社,1973.

4)詫摩武俊 :ふたりっ子の時代,朝日出版社,

1981.

5)依田明 :家族関係の心理,有斐閣,1978.

6)チマン,E.(辰見敏夫訳):子どものしっと心,

法政大学出版局,1975.

7)荻野恒- :嫉妬の構造,紀伊国屋書店,1983.

8)秋山春子 :小児てんかんと情緒障害 (てんかん

講座 1),日本てんかん協会,ぶどう社,1981.

9)中上健次 :こどもと私,朝日新聞,1984年 3月

20日朝刊.

10)河合隼雄 ･湯浅泰雄 ･吉田敦彦 :日本神話の思

想 (スサノオ論)ミネルヴァ書房,1983.

- 74-


